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(54)【発明の名称】 内視鏡用処置具

(57)【要約】
【課題】小さな曲率半径で曲げられることが繰り返され
ても操作ワイヤに曲がり癖が付かず、常に真っ直ぐに目
標に接近させて短時間で正確な処置を行うことができる
内視鏡用処置具を提供すること。
【解決手段】操作ワイヤ１１の少なくとも先端近傍部分
を超弾性合金製ワイヤによって形成した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】可撓性シースの先端に取り付けられた先端
作動部を作動させるための操作ワイヤが、上記可撓性シ
ース内に軸線方向に進退自在に挿通配置された内視鏡用
処置具において、
上記操作ワイヤの少なくとも先端近傍部分を超弾性合金
製ワイヤによって形成したことを特徴とする内視鏡用処
置具。
【請求項２】上記超弾性合金が、チタン－ニッケル合金
である請求項１記載の内視鏡用処置具。
【請求項３】上記先端作動部が、嘴状に開閉する鉗子カ
ップを有している請求項１又は２記載の内視鏡用処置
具。
【請求項４】上記先端作動部が、側方に屈伸する測長片
を有している請求項１又は２記載の内視鏡用処置具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、内視鏡の処置具
挿通チャンネルに挿通して使用される内視鏡用処置具に
関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡用処置具の多くは、可撓性シース
の先端に取り付けられた先端作動部を作動させるための
操作ワイヤが、可撓性シース内に軸線方向に進退自在に
挿通配置された構造になっており、操作ワイヤとしては
ステンレス鋼線の撚り線が用いられている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかし、ステンレス鋼
線製の操作ワイヤは、小さな曲率半径で曲げられると曲
がり癖が付くので、例えば内視鏡の処置具起上台部分を
通過する際や、取り扱いの不注意等によって曲がり癖が
付いてしまうことが珍しくない。そして、操作ワイヤに
曲がり癖が付くと、それによって可撓性シースも自由状
態においてある程度曲がってしまう。
【０００４】そのため、操作ワイヤの先端付近に曲がり
癖が付くと、例えば図８に示されるように、内視鏡５０
の挿入部先端に配置された処置具挿通チャンネルの出口
から突出される処置具６０（例えば測長具）の先端が真
っ直ぐに目標７０に向かわず、処置を行うのに大幅に時
間がかかってしまう場合がある。
【０００５】そこで本発明は、小さな曲率半径で曲げら
れることが繰り返されても操作ワイヤに曲がり癖が付か
ず、常に真っ直ぐに目標に接近させて短時間で正確な処
置を行うことができる内視鏡用処置具を提供することを
目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡用処置具は、可撓性シースの先端に
取り付けられた先端作動部を作動させるための操作ワイ
ヤが、可撓性シース内に軸線方向に進退自在に挿通配置
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された内視鏡用処置具において、操作ワイヤの少なくと
も先端近傍部分を超弾性合金製ワイヤによって形成した
ものである。
【０００７】なお、超弾性合金がチタン－ニッケル合金
であってもよい。そして、先端作動部が、嘴状に開閉す
る鉗子カップを有していてもよく、或いは側方に屈伸す
る測長片を有していてもよい。
【０００８】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図３は、使用状態にある内視鏡用測長具を示
し、図１はその先端部分の側面断面図、図２は先端部分
が真っ直ぐに伸ばされた状態の側面外観図である。
【０００９】図中、１は、処置具挿通チャンネルに挿脱
自在な可撓性シースであり、例えば外径が１．５～２．
５ｍｍで肉厚が０．２～０．４ｍｍ程度の四フッ化エチ
レン樹脂製チューブが用いられる。
【００１０】可撓性シース１の先端近傍部には、図２に
示されるように、可撓性シース１の軸線方向と平行に四
個の同じ長さの縦長の切り込み３が形成されており、そ
れによって各切り込み３と切り込み３との間に短冊片４
（先端作動部）が形成されている。なお、四個の切り込
み３は、可撓性シース１の壁部にほぼ９０°ずつの等間
隔で形成されている。
【００１１】各短冊片４の前後両端部には外側方向に屈
伸自在な第１と第２の谷折りの折り目５，６が形成さ
れ、各短冊片４の中間部分には内側方向に屈伸自在な山
折りの折り目７が形成されている。
【００１２】各短冊片４の、山折りの折り目７とそれよ
り手元側の第２の谷折りの折り目６との間の部分（表側
短冊片４ａ）の外表面には、患部等の寸法を計測するた
めの目盛り８が付けられていて、その部分が測長部にな
っている。また、その目盛り８と同様の目盛り９，１０
が、表側短冊片４ａから連続して裏側短冊片４ｂと可撓
性シース１の外周面にも付されている。
【００１３】可撓性シース１内には、例えばＴｉ－Ｎｉ
（チタン－ニッケル）合金系の超弾性合金製の操作ワイ
ヤ１１が軸線方向に進退自在に全長にわたって挿通配置
されている。
【００１４】超弾性合金は金属としては弾性限界が非常
に大きく、例えば図４に実線で示されるように、操作ワ
イヤ１１の素線径の６倍の半径程度まで曲げても曲がり
癖が付かずに真っ直ぐな状態に戻り、二点鎖線で示され
る従来のステンレス鋼線の曲げ限界と比べると格段の相
違がある。
【００１５】図１に示されるように、可撓性シース１の
先端に取り付けられた先端口金１３には、操作ワイヤ１
１の先端にかしめ固定された係合チップ１２が係止さ
れ、それによって、操作ワイヤ１１の先端が可撓性シー
ス１の先端に連結されている。
【００１６】図３に示されるように、可撓性シース１の
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基端には、プラスチック製又は金属製の口金１５が接続
固着されており、操作ワイヤ１１の基端に取り付けられ
た操作つまみ１６が、口金１５に対して係脱自在に取り
付けられている。
【００１７】この操作つまみ１６を口金１５に係合させ
た状態では、操作ワイヤ１１が奥へ押し込まれて、短冊
片４が真っ直ぐに伸びた図２に示される状態になり、操
作つまみ１６を口金１５から外して操作ワイヤ１１を手
元側に引っ張ると、図１及び図３に示されるように、短
冊片４が可撓性シース１から突出した状態になる。
【００１８】使用時に、本発明の内視鏡用測長具を内視
鏡の処置具挿通チャンネルに挿入していく際には、操作
つまみ１６を口金１５に係合させておくと、短冊片４が
真っ直ぐな状態になり、処置具挿通チャンネル内に容易
に挿入することができる。
【００１９】患部等の測定を行う際には、短冊片４が内
視鏡の先端から突き出るようにしてから、操作つまみ１
６を口金１５から外してそのまま引っ張れば、図１に示
されるように短冊片４が十字形に可撓性シース１から突
出する。
【００２０】このように構成された内視鏡用測長具の操
作ワイヤ１１として、例えば直径が０．５ｍｍの超弾性
合金製ワイヤを用いれば、半径が３ｍｍ程度の曲率半径
で曲げられる状態が繰り返されても操作ワイヤ１１に曲
がり癖が付かず、常に真っ直ぐに目標に接近させて短時
間で正確な測長を行うことができる。
【００２１】図５は、本発明の第２の実施例の内視鏡用
生検鉗子を示しており、可撓性シース１の基端に連結さ
れた操作部２０と、嘴状に開閉自在に先端に取り付けら
れた一対の鉗子カップ２１（先端作動部）との間をつな
ぐ超弾性合金製の操作ワイヤ１１が、軸線方向に進退自
在に可撓性シース１内に挿通されている。
【００２２】図６は、その内視鏡用生検鉗子の先端部分
を示しており、鉗子カップ２１を回転自在に支持する支
持軸２３が、可撓性シース１の先端に固着された先端支
持枠２２の先端部分に取り付けられており、操作ワイヤ
１１を進退させると、操作ワイヤ１１の先端が連結され
たリンク機構２４によって鉗子カップ２１が開閉動作を
する。
【００２３】このような生検鉗子の操作ワイヤ１１とし
ては、例えば図７に断面が示されるような、１×７本撚
りの撚り線が用いられる。１１ａは芯線、１１ｂはその
周りに撚られた素線である。 *
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*【００２４】ただし、１×７本撚り以外の撚り線を用い
てもよく、単線を用いることも可能である。単線の場合
は直径０．３～０．５ｍｍ程度が適正であり、操作ワイ
ヤ１１には容易に曲がり癖が付かない。
【００２５】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、操作ワイヤ１１は必ずしも全長にわたって
超弾性合金製にする必要はなく、少なくとも内視鏡の挿
入部先端から突出する部分（先端近傍部分）が超弾性合
金製であればよい。
【００２６】また、本発明は上記実施例以外の各種内視
鏡用処置具に適用することができ、湾曲装置付生検鉗子
等の場合には、先端部分を遠隔操作によって屈曲させる
ために可撓性シース１内に挿通配置された操作ワイヤを
超弾性合金によって形成してもよい。
【００２７】
【発明の効果】本発明によれば、操作ワイヤの少なくと
も先端近傍部分を超弾性合金製ワイヤによって形成した
ことにより、小さな曲率半径で曲げられることが繰り返
されても操作ワイヤに曲がり癖が付かず、常に真っ直ぐ
に目標に接近させて短時間で正確な処置を行うことがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡用測長具の使用
状態にある先端部分の側面断面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡用測長具の先端
が真っ直ぐにされた状態の側面外観図である。
【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡用測長具の使用
状態の斜視図である。
【図４】超弾性合金製操作ワイヤの弾性限界を例示する
側面図である。
【図５】本発明の第２の実施例の内視鏡用生検鉗子の側
面図である。
【図６】本発明の第２の実施例の内視鏡用生検鉗子の先
端部分の側面断面図である。
【図７】１×７本撚りの撚り線からなる操作ワイヤの断
面図である。
【図８】従来の内視鏡用処置具の使用状態の略示図であ
る。
【符号の説明】
１  可撓性シース
４  短冊片（先端作動部）
１１  操作ワイヤ
２１  鉗子カップ（先端作動部）
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